
第
４
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト
が
熊

本
で
開
催

コ
ロ
ナ
禍
で
、
前
日
ま
で
各
国
元
首
、
首
脳

級
の
来
日
予
定
が
混
沌
と
し
て
い
た
が
、
結
果

的
に
は
３０
ヵ
国
の
参
加
が
あ
り
、
首
脳
級
会
議

場
に
は
約
７
０
０
名
、
会
場
全
体
で
３
０
０
０

名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、
大
成
功
で
あ

っ

た
。
日
本
水
フ
オ
ー
ラ
ム
、
熊
本
市
の
ス
タ
ッ

フ
の
日
夜
を
徹
し
た
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。
以
下
は
会
場
で
の
感
想
で
あ
る
。

ユ
ー
ス
の
活
躍
が
素
晴
ら
し
い

私
が
会
場
で
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
若

い

人
、
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で

（高
校
生
の
活

躍
が
目
立

っ
た
）
ユ
ー

ス
の
水
に
関
す
る
意
識

の

高

さ

で

あ

っ
た

翁
ユ
ー
ス
水
フ
オ
ー
ラ

ム
く
ま
も
と
」
の
高
校

生

の
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、

自
ら
経
年
的
に
地
下
水
を
調
査
し
、
専
門
用
語

も
活
用
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ま
で
言
及
し
て
い
た
）。

多
彩
な
分
科
会

分
科
会
、
私
は
２
日
間
で
６
カ
所
の
分
科
会

に
参
加
、
①
水
と
災
害
、
②
水
と
貧
困
、
③
水

と
食
料
、
④
地
下
水
を
含
む
健
全
な
水
循
環
な

ど
に
多
く
の
参
加
者
が
見
ら
れ
た
。
す
べ
て
英

語
で
あ

っ
た
が
、
国
際
機
関
の
勤
務
時
代
を
思

い
出
し
楽
し
い
時
間
だ

っ
た
。

ハ
イ
レ
ベ
ル
ス
テ
ー
ツ
メ
ン
ト

ハ
イ
レ
ベ
ル
ス
テ
ー
ツ
メ
ン
ト
で
は
、
各
国

の
国
家
元
首
や
大
統
領
、
副
大
統
領
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
主
体
だ

っ
た
が
、
生
の
声
を
聴

く
こ
と
が
で
き
た
。
サ
モ
ア
、
キ
リ
バ
ス
、
ト

ン
ガ
王
国
、
ネ
パ
ー
ル
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ナ
ウ

ル
共
和
国
、
特
に
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
ラ
フ
モ
ン

大
統
領
の
演
説
は
「わ
が
国
に
は
８
０
０
０
以

上
の
氷
河
が
あ

っ
た
が
、
既
に
１
０
０
０
以
上

の
氷
河
が
消
失
し
て
い
る
。
世
界
は
、
島
嶼
国

（国
が
海
に
沈
む
）
だ
け
で
は
な
く
、
山
岳
国

の
温
暖
化
被
害
に
も
関
心
を
持

つ
べ
き
だ
」

と
、
印
象
に
残

っ
た
発
言
だ

っ
た
。

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

地
元
の
熊
本
県
、
熊
本
市
、
く
ま
も
と
地
下
水

財
団
、
肥
後

の
水
と
緑
の
愛
護
基
金
が
連
携

し
、
世
界
に
誇
る
地
下
水
保
全
の
取
組
み
発
表

が
素
晴
ら
し
か

つ
た
。

熊
本
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
ゆ
く
え
は
？

最
終
日
に
は

「熊
本
水
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

が
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
骨
子
は

１
．
気
候
変
動
適
応
策

・緩
和
策
両
面
で
の
取

組
み
の
推
進
　
①
質
の
高

い
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
推
進
、
②
観
測
デ
ー
タ
の
補
完

へ
の
貢

献
、
③
ガ
バ
ナ
ン
ス

（制
度

。
人
材

・
能

力
）

へ
の
貢
献
、
④
２
国
間
ク
レ
ジ
ツ
ト
制

度

（Ｊ
Ｃ
Ｍ
）
の
活
用

・
拡
大
。

２

基
礎
的
生
活
環
境
の
改
善
等
に
向
け
た
取

組
み
の
推
進
　
①
質

の
高

い
水
供
給
の
整

備
推
進
、
②
質
の
高
い
衛
生
設
備
の
整
備
推

進
で
あ
る
。

さ
ら
に
岸
田
総
理
は
、
」ゝ
れ
ら
の
実
施
の
た

め
に
「
日
本
は
５
年
間
で
５
０
０
０
億
円
を
支

援
す
る
」
と
宣
言
し
た
。

こ
の
よ
う
に
国
内
的
に
は
、
「第
４
回
ア
ジ

ア
太
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト
」
は
大
成
功
と
思
わ
れ

る
が
、
国
際
機
関
勤
務
の
経
験
で
は
、
必
ず
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
１
年

後
、
３
年
後
、
５
年
後
の
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ

（事

後
の
追
求
調
査
、
報
告
な
ど
）
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。
前
回
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
開
催

「第
３

回
ア
ジ
ア
太
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト
」
（２
０
１
７

年
１２
月
）
で
は
ヤ
ン
ゴ
ン
宣
言

貧
８
雹
い

∪
８
一”お
け一ｏ
じ
が
採
択
さ
れ
世
界
中
に
Ｐ
Ｒ
さ

れ
た
は
ず
で
あ

っ
た
が
、
海
外
の
英
文
サ
イ
ト

や
国
際
機
関
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
検
索
し
た

ら
、
ほ
と

ん
ど
出

て
こ
な

い
。
出

て
き

た

の
は
、

国
連
本
部
の
経
済
社
会
局
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∪
①
お
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じ

だ
け
で
あ
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
そ
の
後
軍
事
政
権
と
な
り
、

フ
オ
ロ
ー
が
難
し
い
が
、
今
回
の
成
果
の

一
つ

で
あ
る

「熊
本
宣
言
」
と

「熊
本
水
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
」
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
太
平

洋
諸
国
や
世
界
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
来
年

３
月
に
国
連
で
４６
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
世

界
的
な
水
会
議
で
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
の
か
、
「勝

っ
た
、
勝

っ
た
」
の
大
本
営

発
表
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
水
関
係
者
や
日
本
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
国
を
挙
げ

て

「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
眼
」
で
ウ
オ
ッ
チ
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（現
場
人
）

「

第
４
回
Ａ
Ｐ
Ｗ
Ｓ

熊
本
水
イ
子
ン
７
ア
イ
ブ
の
ゆ
く
え
は
？
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